
 

令和７年３月１３日 第２０回定例会資料 

                                                          議案第６６号 

 

 

 

１ 議案名 

徳島県教育委員会職員服務規則の一部を改正する規則について 

 

２ 提案理由 

    道路交通法の一部が改正されたこと並びに職員の旅費に関する条例及び職

員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部が改正されることに伴い、

所要の整備を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育政策課 

 

 

 

 

 

 



徳島県教育委員会職員服務規則の一部改正について

教育政策課

１ 規則改正の理由

「職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例」の一部が改正され、職員の申告を考

慮した勤務時間の割振り等を行うことができることとしたことにあわせて、所要の改正

を行う。

また、「職員の旅費に関する条例」の一部が改正され、知事が定める旅行については、

口頭により旅行命令を行うことができることとしたことにあわせて、所要の改正を行う。

加えて、道路交通法の一部が改正され、令和７年３月２４日から、マイナンバーカー

ドと一体化した運転免許証の発行が開始されることに伴い、職員の運転免許の有効期間

等の確認方法に関し、所要の改正を行う。

２ 規則改正の概要

（１）職員の勤務時間及び休憩時間の柔軟化

職員の勤務時間及び休憩時間について、改正勤務時間条例等に基づき、職員からの

申告を考慮して定めることができることとする。

（２）旅行命令方法の一部簡素化

旅行命令について、旅行命令簿又は総務事務システムにより命ずるものとしていた

ものに加え、改正旅費条例に基づき、知事が定める旅行については、口頭により旅行

命令を行うことができることとする。

（３）運転免許の有効期間等の確認方法の追加

これまで職員の運転免許の有効期間等を確認する方法として、運転免許証原本での

確認に限っていたが、令和７年３月２４日から発行が可能となるマイナンバーカード

と一体化した運転免許証に関しては、原本上で有効期間等の情報の確認ができないこ

とから、確認方法に、運転免許を現に受けていることを証するに足りる書類又は電磁

的記録を追加することとした。

３ 施行期日

（１）及び（２） 令和７年４月１日から施行

（３） 令和７年３月２４日から施行
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条

例

等

立

案

表

題

名

課
（
室
）
名

徳
島
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教

育

政

策

課

担
当
者
名

笠

井

陽

菜

電
話
番
号

三

二

〇

八

提
案
（
制
定
）
理
由

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
並
び
に
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間

、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

あ
ら
ま
し

一

職
員
の
申
告
を
考
慮
し
た
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
行
う
場
合
の
勤
務
時
間
及
び
休
憩
時
間
に
つ
い
て

、
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

二

口
頭
に
よ
り
命
ず
る
出
張
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

三

職
員
の
運
転
免
許
の
有
効
期
間
等
の
確
認
に
つ
い
て
、
運
転
免
許
証
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
一
体
化

の
開
始
に
伴
う
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
三
に
つ
い
て
は
、
同

年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

関
係
法
規

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
三
百

三
十
四
号
）

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
七
年
徳
島
県
条
例
第

号
）

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
七
年
徳
島
県

条
例
第

号
）

予
算
上
の
措
置

法
令
審
査
会

要

・

否

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施

・

省
略

・

対
象
外
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徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第

号

徳
島
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月

日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

中

川

斉

史

徳
島
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
同
項
の
規

定
に
よ
り
教
育
委
員
会
が
当
該
職
員
ご
と
に
定
め
る
勤
務
時
間
と
し
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
に
つ
い

て
は
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
の
規
定
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
徳
島

県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
。
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
同

項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
の
割
振
り
等
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
当
該
職
員
か
ら
の
申

告
を
考
慮
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
休
憩
時
間
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
九
号
）
第
四
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
口
頭
に
よ
り
命
ず
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
九
条
第
三
項
中
「
を
も
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
休
日
及
び
」
を
「
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第

三
項
及
び
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
、
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
超
勤
代
休

日
、
休
日
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
徳
島
県
人
事
委
員
会
規

則
七
―
一
。
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
と
い
う
。
）
」
を
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
に
改

め
る
。

第
三
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
運
転
免
許
の
確
認
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
原
本
に
限
る
」

を
「
運
転
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
又
は
電
磁
的
記
録
を
含
む
」
に
、
「

免
許
証
の
」
を
「
運
転
免
許
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
運
転
免
許
証
」
を
「
当
該
運
転
免
許
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
は
、
同
年

三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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徳
島
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

（
勤
務
時
間
等
）

（
勤
務
時
間
等
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

（
新
設
）

員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員
会

が
当
該
職
員
ご
と
に
定
め
る
勤
務
時
間
と
し
、
当
該
職
員
の
休

憩
時
間
に
つ
い
て
は
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
の
規
定
及
び
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
徳
島
県
人
事

委
員
会
規
則
七
―
一
。
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
と

い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
同
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
の

割
振
り
等
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
当
該
職
員
か

ら
の
申
告
を
考
慮
し
て
教
育
委
員
会
が
定
め
る
休
憩
時
間
と
す

る
。

４

勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

３

勤
務
時
間
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

員
の
週
休
日
等
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

員
の
週
休
日
等
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

（
出
張
）

（
出
張
）

第
九
条

出
張
は
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭

第
九
条

出
張
は
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭

和
三
十
五
年
徳
島
県
規
則
第
五
十
一
号
）
別
記
様
式
に
よ
る
旅

和
三
十
五
年
徳
島
県
規
則
第
五
十
一
号
）
別
記
様
式
に
よ
る
旅

行
命
令
簿
又
は
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
命
ず
る
も
の
と
す

行
命
令
簿
又
は
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
命
ず
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年

る
。

徳
島
県
条
例
第
九
号
）
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
口
頭
に

よ
り
命
ず
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

職
員
は
、
出
張
か
ら
帰
任
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
上
司
に
口

３

職
員
は
、
出
張
か
ら
帰
任
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
上
司
に
口

頭
に
よ
り

そ
の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
週
休
日
、
勤

頭
を
も
つ
て
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
週
休
日
、
休

務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
及
び
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
第
二

日
及
び

項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
、
人
事
委
員
会
規
則
七
―

一
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
超
勤
代
休
日
、
休
日
並
び
に

代
休
日
を
除
き
、
五
日
以
内
に
復
命
書
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を

代
休
日
を
除
き
、
五
日
以
内
に
復
命
書
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
上
司
の
承
認
を
得
た

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
上
司
の
承
認
を
得
た

と
き
は
、
復
命
書
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
き
は
、
復
命
書
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
休
暇
）

（
休
暇
）

第
十
三
条

職
員
は
、
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一

第
十
三
条

職
員
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関

す
る
規
則
（
徳
島
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
。
以
下
「
人
事

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

委
員
会
規
則
七
―
一
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
休
暇
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

に
よ
り
休
暇
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

、
諸
届
（
願
）
簿
（
様
式
第
八
号
）
又
は
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム

、
諸
届
（
願
）
簿
（
様
式
第
八
号
）
又
は
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
所
定
の
手
続
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

に
よ
り
所
定
の
手
続
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
別
表
第
二
の
九
に
掲
げ
る
休
暇
に
つ

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
別
表
第
二
の
九
に
掲
げ
る
休
暇
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
運
転
免
許
の
確
認
等
）

（
運
転
免
許
証
の
確
認
等
）

第
三
十
一
条

所
属
長
は
、
毎
年
度
、
四
月
一
日
以
後
遅
滞
な
く

第
三
十
一
条

所
属
長
は
、
毎
年
度
、
四
月
一
日
以
後
遅
滞
な
く
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、
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
職
員
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず

、
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
職
員
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
、
運
転
免
許
証
（
運
転
免
許
を

れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
、
運
転
免
許
証
（
原
本
に
限
る

現
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
又
は
電
磁
的

記
録
を
含
む
。
）
を
提
示
さ
せ
て
当
該
運
転
免
許
の
有
効
期
間

。
）
を
提
示
さ
せ
て
当
該
免
許
証
の

有
効
期
間

等
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

等
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

県
有
車
両
使
用
の
承
認
（
私
有
車
の
公
務
使
用
に
関
す
る

一

県
有
車
両
使
用
の
承
認
（
私
有
車
の
公
務
使
用
に
関
す
る

運
転
登
録
を
含
む
。
）
を
受
け
て
い
る
者
又
は
受
け
よ
う
と

運
転
登
録
を
含
む
。
）
を
受
け
て
い
る
者
又
は
受
け
よ
う
と

す
る
者

す
る
者

二

通
勤
に
お
い
て
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法(

昭
和
二
十

二

通
勤
に
お
い
て
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法(

昭
和
二
十

六
年
法
律
第
百
八
十
五
号)
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自

六
年
法
律
第
百
八
十
五
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動

動
車
及
び
同
条
第
三
条
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
い

車
及
び
同
条
第
三
条
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。

う
。
）
を
運
転
す
る
者

）
を
運
転
す
る
者

２

所
属
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
必
要
が
あ
る

２

所
属
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
随
時
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
運
転
免

と
認
め
る
と
き
は
、
随
時
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
運
転
免

許
を
受
け
て
い
る
職
員
の
当
該
運
転
免
許
の
有
効
期
間
等
の
確

許
を
受
け
て
い
る
職
員
の
運
転
免
許
証

の
有
効
期
間
等
の
確

認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

5


